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と　

き　
　
月　
　

  

日
（
火
）                     

                         

午
後
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ  　

春
日
文
化
ホ
ー
ル

演　

題　
「
人
と
世
に
熱
と
光
を
！
」

講
師　

清
原　

隆り
ゅ
う
せ
ん宜

さ
ん

　

水
平
社
宣
言
を
起
草
し
た
西
光
寺
の
西
光

万
吉
こ
と
清
原
一
隆
氏
の
弟
の
孫
に
あ
た
る

清
原
隆
宜
さ
ん
に
、
世
間
の
間
違
っ
た
も
の

さ
し
を
正
し
、
人
間
は
平
等
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
近
所
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷
上
庁
舎
内
）

☎
82
‐
０
２
４
２

私
た
ち
が
人
権
擁
護
委
員
で
す

（
平
成
26
年
7
月
22
日
現
在
）

【
柏
原
地
域
】

谷
田
恭
仁
子　

廣
崎　

秀
行　
　

岸　
　

孝
明

【
山
南
地
域
】

大
畑　

洋
文　

石
田　

隆
志

篠
倉　

敏
孝　

田
中　

園
子　

【
氷
上
地
域
】

足
立　

正
和　

豊
嶋　

重
子　

鳥
内　

幸
代　

足
立　

節
雄

前
川
喜
美
子　

【
青
垣
地
域
】

山
本　
　

登　

中
山　

謙
逸

荻
野　

洋
子

【
市
島
地
域
】

芦
田　

正
行　

余
田
み
ゆ
き

余
田　

利
信

【
春
日
地
域
】

井
本
健
二
郎　

荻
野　

正
一

赤
尾　

知
子　

由
良　
　

之

松
岡　

幸
代

　「人権文化」とは、日常生活の中で、お互いの人権を尊重することを

自然に感じたり、考えたり、行動したりすることが定着した生活のよ

うすをいいます。

　「人権」は目に見えるカタチとしてあるものではないため、ときには

日常生活において、ほかの人の人権を侵害する場合があります。

　日ごろから人権侵害の痛みがわかる「感性を育むこと」が大切です。

８月は
「人権文化をすすめる
市民運動」推進強調月間です

丹
波
市
人
権
講
演
会

の
ご
案
内８

26

平成26年度実施校
◆和田小◆南小 ◆遠阪小◆鴨庄小 ◆進修小

子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め

人
権
擁
護
委
員
は
学
校
で
も
活
躍
!!

平成26年度実施校
◆久下小◆佐治小 ◆進修小◆春日部小◆新井小 
◆中央小◆前山小◆和田小 ◆芦田小◆小川小

人
権
教
室

　　
「
教
え
る
人
権
学
習
」
で
は
な
く
、「
気

づ
く
人
権
学
習
」
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
な
が
ら
「
相
手
を
思
い
や

る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
理
解
で
き
る
よ

う
、
手
づ
く
り
の
紙
芝
居
や
紙
人
形
劇

を
用
い
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
権
の
花
」
運
動

　　

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花
を
育
て

る
活
動
を
通
じ
て
、「
命
の
大
切
さ
」
や

「
思
い
や
り
の
心
」
な
ど
を
育
み
、
情
操

を
よ
り
豊
か
に
す
る
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
子
ど
も
人
権

S
O
S
ミ
ニ
レ
タ
ー
に
よ
る
相
談
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
市
・
篠
山
市
の
人
権
擁
護
委

員
で
組
織
す
る
柏
原
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
法
務
局
柏
原
支
局
内
）

に
は
、
丹
波
市
内
23
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
在
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
て
、
み
な
さ
ん
の
悩
み
ご

と
解
決
の
お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
に
あ

っ
た
被
害
者
の
救
済
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
に
、
人
権
に
つ
い
て
よ
り
深

い
理
解
と
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
年
間
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
等
で

啓
発
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

広げよう！

私たちの人権文化

身
近
な
相
談
相
手　

‐
人
権
擁
護
委
員
‐

「
人
権
の
花
」
運
動

  清原　隆宣さん
奈良県御所市西光寺住職

申

  「
じ
ん
け
ん
歴
史
講
座
」
開
催
中
!!

 　

何
事
も
「
無
関
心
で
い
る
こ
と
」
は
、
正

し
い
知
識
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
誤
っ
た
理
解

に
陥
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
固
定
観
念
に
よ
る
思
い
込
み
や
決
め

つ
け
が
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
と
結
び
つ
く
と
偏

見
に
つ
な
が
り
、
差
別
意
識
を
助
長
す
る
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
部
落
史
が
わ
か
る
「
じ
ん
け
ん
歴

史
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
近
代
か
ら
現

代
ま
で
の
部
落
の
歴
史
的
事
実
を
通
し
て
、
差

別
の
現
実
か
ら
「
人
間
」
と
し
て
の
生
き
方
を

学
び
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
第
２
回　

 

８
月
８
日
（
金
）

「
同
和
対
策
事
業
が
残
し
た
も
の  

〜
現
代
以

降
〜
」

■
第
３
回 　

９
月
12
日
（
金
）

「
部
落
問
題
の
こ
れ
か
ら　

〜
未
来
へ
〜
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

角
岡
伸
彦
さ
ん（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

※
受
講
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
切
り

ま
す
。

　

 

問
氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー 

☎
82
‐
１
０
６
４


